
あとがき

　2021年の秋、新型コロナウイルスの流行は落ち着き、平
穏です。しかし、第 6波到来の説や新たな変異株の発見の
報道も耳にします。油断せず、健康で新たな年を迎えたい
ものです。2022年の干支である壬虎は「厳しい冬を越えて、
芽吹き始め、新しい成長の礎となる」という意味のようです。
コロナ禍で生まれた革新的な取り組みが成長する年となる
ことを期待します。さて、東京医科大学雑誌第 79巻第 4号
をお届けします。本号は、弦間明彦先生の巻頭言にはじま
ります。人工知能を用いた技術の開発が進む中、医療と医
学教育の在り方について、人間が創造してきた価値の根本

を見直しつつ進む時代が到来したと語られています。最終
講義の 2編では、櫻井博文先生が認知症疾患医療センター
の幅広い取り組みを、濱田篤郎先生は、新型コロナウイル
スの流行に出会うまでの自身の 40年間の歩みを感染症の歴
史を交えてまとめられています。さらに、特別講演の 3編は、
新たな医療への挑戦と可能性を伝える内容です。その他に、
原著 2編、症例報告 1編、臨床講和会 2編、医学会総会記
事と続き、本号は大変充実した内容です。灯火可親、本号
とのおうち時間をお楽しみください。
 （阿部　幸恵　記）
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